
今年の冬は暖冬なのでしょうか？

11月は比較的暖かい日が多かったように思います。
ネコたちは暖かいところをよく知っています。朝、食事

を終えると、この写真のように前栽のよく日の当たる場

所や屋根の上などで集まって固まってひなたぼっこして

います。そして、ある程度からだが暖まると、寝床のあ

る場所へ移動していきます。

以前、パソコンを教えに行っていたお宅は、南向きの

大きな窓の部屋がありました。退職後にうつ病となりそ

の対策としてリフォームをおこなう時に、冬でも陽が入

る部屋を造ったと聞きました。太陽の光で体内のスイッ

チが ON になり、暗く沈んだこころや感情を、明るく勇
んだ気持ちに切り替えて過ごすことが出来るようになっ

たと話されていたのが心に残っています。

日の出が遅くなり日の入りが早くなり、太陽は真上ま

で上がらないこれからの季節、太陽の暖かさからのありがたいことを日々感謝して暮らし

ていきたいですね。

おせちが３年ぶりにおこなわれることになりました。

コロナ禍前のお節会では、会場が第 1,2,3,6 食堂とテ
ント 2 会場でキャパ 6,000 席だったものを、第 1,2 食
堂とテント 1 会場、東右一棟 2,3F,講堂のキャパ 3,000
席とする。

また、1 人一膳（出来上がったものを給仕され、おか
わりなし）で、出口で袋入りのお餅 2 切れをくださる
そうです。もちろん、神酒はなしです。

個人券も従来のように配布されるようです。

必要な方はご連絡ください。

お正月の楽しみが増えましたね。

大阪教区布教部１０００日神名流し実施中。

１０月２７日より大阪なんば高島屋前で毎日神名流

しがおこなわれています。時間は３０分程度ですの

で、なかなか出会うことは少ないかもしれません。

１ヶ月間で３００名くらいの人が参加して、神名流

しや路傍講演をおこなったと言うことです。

３年間続く長いにをいがけ活動ですので、もし見

かけたときは是非応援してください。

スケジュールなどは、「陽気ぐらし大阪」のＨＰに掲

載されています。QRコードからもアクセスできます。
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月次祭 １2月１９日（月）午前10時～
婦人会例会 １2月 9日（金）午前10時～



天理教教祖伝逸話篇

22.おふでさき御執筆
教祖は、おふでさきについて、「ふでさきというものありま

しょうがな。あんた、どないに見ている。あのふでさきも、

一号から十七号まで直きに出来たのやない。神様は、『書い

たものは、豆腐屋の通い見てもいかんで。』と、仰っしゃっ

て、耳へ聞かして下されましたのや。何んでやなあ、と思い

ましたら、神様は、『筆、筆、筆を執れ。』と、仰っしゃりま

した。七十二才の正月に、初めて筆執りました。そして、筆

持つと手がひとり動きました。天から、神様がしましたのや。

書くだけ書いたら手がしびれて、動かんようになりました。『心鎮めて、これを読んでみて、

分からんこと尋ねよ。』と、仰っしゃった。自分でに分からんとこは、入れ筆しましたのや。

それがふでさきである。」と、仰せられた。これは、後年、梅谷四郎兵衞にお聞かせ下され

たお言葉である。

44.雪の日
明治八、九年頃、増井りんが信心しはじめて、熱心にお屋敷帰りの最中のことであった。

正月十日、その日は朝から大雪であったが、りんは河内からお屋敷へ帰らせて頂くため、

大和路まで来た時、雪はいよいよ降りつのり、途中から風さえ加わる中を、ちょうど額田

部の高橋の上まで出た。この橋は、当時は幅三尺程の欄干のない橋であったので、これは

危ないと思い、雪の降り積もっている橋の上を、跣足になって這う

て進んだ。そして、ようやくにして、橋の中程まで進んだ時、吹雪

が一時にドッと来たので、身体が揺れて、川の中へ落ちそうになっ

た。こんなことが何回もあったが、その度に、蟻のようにペタリと

雪の上に這いつくばって、なむてんりわうのみことなむてんりわう

のみことと、一生懸命にお願いしつつ、やっとの思いで高橋を渡り

切って宮堂に入り、二階堂を経て、午後四時頃お屋敷へたどりつい

た。そして、つとめ場所の、障子を開けて、中へ入ると、村田イヱ

が、「ああ、今、教祖が、窓から外をお眺めになって、『まあまあ、こんな日にも人が来る。

なんと誠の人やなあ。ああ、難儀やろうな。』と、仰せられていたところでした。」と、言

った。りんは、お屋敷へ無事帰らせて頂けた事を、「ああ、結構やなあ。」と、ただただ喜

ばせて頂くばかりであった。しかし、河内からお屋敷まで七里半の道を、吹雪に吹きまく

られながら帰らせて頂いたので、手も足も凍えてしまって自由を失っていた。それで、そ

こに居合わせた人々が、紐を解き、手を取って、種々と世話をし、火鉢の三つも寄せて温

めてくれ、身体もようやく温まって来たので、早速と教祖へ御挨拶に上がると、教祖は、「よ

うこそ帰って来たなあ。親神が手を引いて連れて帰ったのやで。あちらにてもこちらにて

も滑って、難儀やったなあ。その中にて喜んでいたなあ。さあ／＼親神が十分々々受け取

るで。どんな事も皆受け取る。守護するで。楽しめ、楽しめ、楽しめ。」と、仰せられて、

りんの冷え切った手を、両方のお手で、しっかりとお握り下された。それは、ちょうど火

鉢の上に手をあてたと言うか、何んとも言いあらわしようのない温かみを感じて、勿体な

いやら有難いやらで、りんは胸が一杯になった。

111.朝、起こされるのと
教祖が、飯降よしゑにお聞かせ下されたお話に、

「朝起き、正直、働き。朝、起こされるのと、人を起こすのとで

は、大きく徳、不徳に分かれるで。蔭でよく働き、人を褒めるは

正直。聞いて行わないのは、その身が嘘になるで。もう少し、も

う少しと、働いた上に働くのは、欲ではなく、真実の働きやで。」

と。






